
JA5XPD 寄稿

 この度、愛媛アワードハンターズグループへ寄稿をさせていただくことになり思いのままに書か
せていただきます。
 現在、愛媛県⽀部⻑を務めさせていただき、２期目となります。
 アマチュア無線を知ったのは中学入学時に同級生が開局しており、家に遊びに行った時に、当時
TRIOのリグとVダイポールで運用している友人の姿が思い出されますが、当時の資格取得方法につ
いて聞いても講習会で取得したようで、わからないと言われたような思いがあります。
 高校へ入学したころにはアマチュア無線のことを忘れており、弓道に情熱を燃やしていた時に部
⻑会でアマチュア無線部の部⻑と息が合い、無線部の部室へ伺い改めてアマチュア無線の魅⼒を体
感し、資格の取り方を教えてもらい、当時４００円の受験料で電話級の国試を受験いたしました。
 資格は取ったものの、立ちはだかる開局費用の捻出に時間を要し、高校３年時にやっと開局にい
たりました。その後はHFの魅⼒に取りつかれ、DXを中心にDXCCを目指して運用をいたしました。
当時のアワード 旧デザイン 現在のデザイン

気が付けば３００エンティティ、これからがなかなか突破できませんアンテナが貧弱なので（笑）
そこで５BDXCCを目指すが、８０ｍが１００までほど遠く、敷地が狭い中で家を取り囲むフルサ
イズのアンテナを設置し粘りと根性でどうにかクリヤーアワードが達成出来ました。
DXCCを目指しかかった費用はおそらく最高峰のリグが買えるくらいは使ったかと思います。



 ここまで約５０年仕事の関係で無線から遠ざかったり、３エリアでのコールをもってアパマンの
運用をしたりとアワード、コンテストと無縁の時期がありましたが、愛媛に帰ってから今までのQ
SLカードは処分していなかったこともあり、読売１万局アワードへ挑戦しようと一念発起、どう
にかこれも目標を達成出来たのであった。当時、総務大臣であった高市早苗大臣の書名であった。
その時に、今までにこの賞の署名で総理大臣まで上り詰める人は多いが、女性ではね何人かに言わ
れたことを思い出しました、わからないものです。
思い出のアワード、コンテストを掲載させてください。
JARL発行のアワード



JARL60周年

JARL90周年

クラブ、支部等発行のアワード



コンテスト



DXコンテスト

 取り留めもなく適当にアワード、コンテスト賞状を掲載させていただきましたが、あれもこれも
と無線の虫となり、ここまで継続できたことに喜びを感じておりましたが、3年前に福岡転勤になり
またもやピンチ、自宅のアンテナも昨今の住宅事情により隣の敷地に家が建つ際に、アンテナの撤
去を申し渡され、現在はダイポール、GPのアンテナしか設置出来ない中、細々と運用していく羽目
になっております。
信号が聞こえておりましたらお声がけいただければ幸いです。
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